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■ 議会のうごき ■ 

❷

問

                                                                                                                                                  

○
幕
別
町
ナ
ウ
マ
ン
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

条
例

　

健
全
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康

増
進
お
よ
び
余
暇
活
動
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
観
光
振
興
に
資
す
る
公
の

施
設
と
し
て
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
幕
別
町
公
の
施
設
の
使
用
料
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

ナ
ウ
マ
ン
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
の
使
用

料
を
新
た
に
加
え
る
も
の
で
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
都
市
公
園
等
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

ナ
ウ
マ
ン
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
を
ナ
ウ

マ
ン
公
園
の
公
園
施
設
と
す
る
改
正
で
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
議
会
議
員
及
び
幕
別
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
４
年
４
月
公
職
選
挙
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
幕
別
町
議
会
議

員
お
よ
び
幕
別
町
長
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
に
係
る
自
動
車
の
使
用
な
ら
び

に
ビ
ラ
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公

費
限
度
額
を
改
め
る
も
の
で
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
同
一
の
子
の

育
児
休
業
回
数
が
１
回
か
ら
原
則
２
回

ま
で
に
改
正
さ
れ
、
人
事
院
規
則
の
改

正
に
よ
り
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
取

得
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
令
和
４
年
10

月
１
日
か
ら
施
行
に
伴
い
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

○
幕
別
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

住
宅
の
質
の
向
上
お
よ
び
円
滑
な
取

引
環
境
の
整
備
の
た
め
の
長
期
優
良
住

宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

既
存
住
宅
の
増
改
築
等
で
認
定
基
準
を

満
た
し
、
認
定
後
の
維
持
保
全
が
適
切

に
計
画
さ
れ
た
も
の
は
、
長
期
優
良
住

宅
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
建
築

行
為
を
伴
わ
な
い
住
宅
に
係
る
手
数
料

を
加
え
る
た
め
の
も
の
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と

り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度
を

構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
い
て
窓
口

負
担
が
２
割
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
、

北
海
道
が
、
現
行
制
度
の
１
割
を
維
持

す
る
北
海
道
医
療
給
付
事
業
の
対
象
者

の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
同

様
に
対
象
者
の
見
直
し
を
行
う
等
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
の
幕
別
町
国
民
健

康
保
険
に
係
る
保
険
給
付
の
臨
時
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
し
た
被
保
険
者
が
休
業
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
保
険
給

付
と
し
て
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
特
例

的
に
行
う
本
条
例
に
つ
い
て
、
国
の
財

政
支
援
の
適
用
期
間
に
合
わ
せ
て
、
失

効
日
を
「
令
和
４
年
９
月
30
日
」
か
ら

「
令
和
４
年
12
月
31
日
」
に
改
め
る
も

の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
幕
別
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

原
油
価
格
や
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ

り
経
済
負
担
が
増
大
し
て
い
る
た
め
、

住
民
や
事
業
者
の
負
担
軽
減
策
と
し

て
、
幕
別
町
と
の
水
道
契
約
者
を
対
象

に
、
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
６
カ
月

間
（
令
和
４
年
９
月
分
か
ら
令
和
５
年

２
月
分
）
徴
収
し
な
い
こ
と
と
す
る
も

の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

第
３
回
定
例
会

　

令
和
４
年
第
３
回
幕
別
町
議
会
定
例
会
は
、
８
月
30
日
か
ら
９
月
21
日
ま

で
の
23
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
町
長
が
行
政
報
告
を
述
べ
た
ほ
か
、
条
例
制
定
や
改
正
、

補
正
予
算
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
や
環
境
問
題
に
つ

い
て
、
町
理
事
者
に
質
問
を
し
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

水道検針表

2022.11月号

条
例
の
一
部
改
正



○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

幕
別
町
忠
類
歯
科
診
療
所
の
指
定
管

理
者
を
「
医
療
法
人
社
団
航
慎
会
」
に

指
定
し
指
定
期
間
を
令
和
５
年
４
月
１

日
～
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年

間
と
す
る
も
の
で
、
民
生
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
教
育
委
員
会
委
員
の
小
尾
一
彦
氏

が
本
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
り
、
引
き
続
き
同
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
議
会
で
同
意
し

ま
し
た
。　
　
　
　

※
任
期
４
年

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
人
権
擁
護
委
員
の
佐
藤
晋
氏
が
本

年
12
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

り
、
引
き
続
き
同
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
提
案
が
あ
り
、
議
会
で
適
任
と
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　

※
任
期
３
年

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
公
平
委
員
会
委
員
の
山
崎
和
夫
氏

が
、
本
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
り
、
引
き
続
き
同
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
議
会
で
同
意

し
ま
し
た
。　
　
　
　

※
任
期
４
年

　
　○

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
あ
か
し
や
南
団
地
公
営
住
宅
３
号
棟

解
体
工
事
）　

【
５
１
５
３
万
５
千
円
】

　

あ
か
し
や
南
団
地
公
営
住
宅
の
建
替

事
業
で
、
３
号
棟
の
解
体
す
る
も
の
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
福
寿
駐
車
場

改
良
工
事
）

【
５
１
０
１
万
８
千
円
→
６
２
２
６
万
円
】

　

令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会
で
議
決
し

た
工
事
契
約
に
つ
い
て
、
設
計
変
更
に

伴
い
契
約
金
額
の
変
更
を
行
う
も
の

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■ 議会のうごき ■ 

❸

そ
の
他
の
審
議
議
案

令
和
４
年
度
補
正
予
算
を
可
決

令
和
４
年
８
月
２
日
開
催

一
般
会
計
な
ど
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

2022.11月号

会　計 補 正 額 補正後の総額 主な補正内容

第３回臨時会
一 般

1億 3533 万 6 千円 165 億 6516 万 8 千円
葬祭場エアコン設置工事
ふれあいセンター福寿改修工事　
他

第３回定例会
一 般

4億 5895 万円 170 億 2411 万 8 千円

公共施設エアコン設置工事、高齢者
等物価高騰対策緊急支援給付金、子
育て世帯生活応援給付金、ナウマン
公園キャンプ場整備工事、障害者自
立支援給付事業生産還付金、新型コ
ロナウイルスワクチン接種事業、産
地生産基盤パワーアップ事業補助金、
水道料金負担軽減対策支援事業 ほか

国 保 173 万 6 千円 29 億 3672 万 8 千円 過年度国庫支出金等清算還付金

介 護 1億 6245 万 9 千円 29 億 6610 万 5 千円 過年度国庫支出金等清算還付金

簡 易 水 道 787 万円 5億 2425 万円
簡易水道施設維持管理事業、料金デー
ター作成業務委託料

公 共 下 水 道 319 万円 11 億 4316 万 8 千円
マンホールポンプ更新工事、浄化セン
ター維持管理事業

個 別 排 水 1771 万 4 千円 2億 1906 万円
排水処理施設整備工事、　個別排水処理
一般管理事務事業

水 道 事 業 6万円 9億 3613 万 1 千円 料金データ作成業務委託料

第
３
回
臨
時
会

　

地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
り

設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
、
自
治
体

職
員
の
勤
務
条
件
等
に
つ
い
て
、

適
切
な
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
か

チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
で
す
。 

公
平
委
員
と
は

？



　

■ 議会のうごき ■ 

❹

議      件      名    結　　果

令和３年度幕別町健全化判断比率の報
告について

報 告 済（8/30）

幕別町ナウマン公園キャンプ場条例
産建付託（8/30）

原 案 可 決（9/21）

幕別町公の施設の使用料等に関する条
例の一部を改正する条例

産建付託（8/30）

原 案 可 決（9/21）

幕別町都市公園等条例の一部を改正す
る条例

産建付託（8/30）

原 案 可 決（9/21）

指定管理者の指定について
民生付託（8/30）

原 案 可 決（9/21）

令和３年度幕別町一般会計決算認定に
ついて

決特委付託（8/30）

認 定（9/21）

【令和３年度幕別町８特別会計決算認定
について　※１】

決特委付託（8/30）

認 定（9/21）

幕別町議会議員及び幕別町長の選挙に
おける選挙運動の公費負担に関する条
例の一部を改正する条例

原 案 可 決（9/7）

幕別町職員の育児休業等に関する条例
の一部を改正する条例

原 案 可 決（9/7）

幕別町手数料条例の一部を改正する条例 原 案 可 決（9/7）

幕別町重度心身障害者及びひとり親家
庭等の医療費の助成に関する条例の一
部を改正する条例

原 案 可 決（9/7）

議      件      名    結　　果

令和４年度幕別町一般会計補正予算（第
７号） 原 案 可 決（9/7）

【令和４年度幕別町７特別会計補正予算　　　　　　　　

※２】
原 案 可 決（9/7）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のための幕別町国民健康保険に係
る保険給付の臨時特例に関する条例の
一部を改正する条例

原案可決（9/21）

幕別町水道事業給水条例の一部を改正
する条例

原案可決（9/21）

幕別町簡易水道事業給水条例の一部を
改正する条例

原案可決（9/21）

令和４年度幕別町一般会計補正予算（第
８号） 原案可決（9/21）

令和４年度幕別町簡易水道事特別会計
補正予算（第３号）

原案可決（9/21）

令和４年度幕別町水道事業会計補正予
算（第３号）

原案可決（9/21）

公平委員会委員の選任につき同意を求
めることについて

同 意（9/21）

教育委員会委員の任命につき同意を求
めることについて

同 意（9/21）

人権擁護委員の推薦につき意見を求め
ることについて

適 任（9/21）

○第３回定例会（８月 30 日～９月 21 日）
■審議した議案

意　　見　　書　　等 結　果 陳情者・提出者

※適格請求書等保存方式（インボイス制度）の導入中止を求める意見書
の提出を求める陳情書

民生付託（8/30）
不 採 択（9/21）

帯広民主商工会

国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書 原案可決（9/21）議員提案

意見書・陳情書　
※採択となった意見書の提出を求める陳情書は、幕別町議会として意見書を関係機関に提出しています。

（※印は、賛否の分かれたもので下記に各議員の賛否を掲載します。）

種別

　　　　　        

                   議 員 名 
　　　　　　     ( 会派名 ) 

      議件名

石
川　

康
弘

小
田　

新
紀

内
山
美
穂
子

藤
谷　

謹
至

小
島　

智
恵

若
山　

和
幸

岡
本
眞
利
子

荒　
　

貴
賀　

酒
井
は
や
み

野
原　

惠
子

田
口　

廣
之

谷
口　

和
弥

芳
滝　
　

仁

千
葉　

幹
雄

小
川　

純
文

藤
原　
　

孟

中
橋　

友
子

議

決

結

果

議

決

日拓 拓 拓 拓 風 政 政 共 共 共 拓 拓 風 政 -

陳情
適格請求書等保存方式（インボイス
制度）の導入中止を求める意見書の
提出を求める陳情書

× × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × ○ 不採択 9/21

■賛否の分かれたもの
[ 表示例○…賛成　×…反対　欠…欠席　棄…棄権 ]　  ※寺林俊幸議長は表決に加わらない。

（※会議規則により賛成・反対のいずれも表明しない場合、反対したものとみなします。）

【議員名の下は会派名：共…日本共産党幕別町議員団、拓…拓政会、政…政清会、風…政風クラブ、正副議長は会派に所属しません。】

2022.11月号

※１：８特別会計　国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、簡易水道、公共下水道、個別排水処理、農業集落排水、水道事業会計
※２：７特別会計　国民健康保険、介護保険、簡易水道、公共下水道、個別排水処理、農業集落排水、水道事業会計

（一部抜粋して掲載しています。）   



❺

一般質問
　　　　　6人の議員が一般質問　

 幕別町の
　　 ここが聞きたい !!

　一般質問とは、本会議で議員が行う町政全般に関する質問で、事務の執行状況、町政の方針

等について報告や説明を求めたり、政策提案をすることをいいます。

　幕別町議会では質問者１人につき答弁を含め 60 分の制限時間を設けています。

　紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ページ 質 問 議 員 質 問 項 目

６ 野原　惠子　　議員
① 子どもの人権、ジェンダー平等を柱にした性教育を
② パートナーシップ制度の導入を

７ 藤原  　孟　　議員 ① 幕別環境ひろばの開設を商店街に

８ 岡本眞利子　　議員 ① 子どもの未来を守り育てる取組について

９ 中橋　友子　　議員 ① 「町民・事業者・行政」が一体となり、脱炭素社会の推進を

10 谷口　和弥　　議員
① 「特定妊婦」へ向けた対策・支援について
② 「幕別町高齢者保健福祉ビジョン」の推進状況について

11 荒　　貴賀　　議員
① 子どもの声を取り入れたまちづくり「幕別町子どもの権利に関する条例」
　 がいきる取り組みを

※この内容は、一般質問通告書に記載された質問項目です。

2022.11月号

○第３回臨時会（８月２日）　■審議した議案

議      件      名    結　　果

令和４年度幕別町一般会計補正予算（第６号）原案可決（8/2）

工事請負契約の締結について（あかしや南団
地公営住宅３号棟解体工事）

原案可決（8/2）

議      件      名    結　　果

工事請負変更契約の締結について（ふれあい
センター福寿駐車場改良工事）

原案可決（8/2）



■ 一 般 質 問 ■ 

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                           
２
０
０
９
年
に
ユ
ネ
ス
コ
が

発
表
し
た
「
国
際
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
教
育
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
で
は
、

そ
の
人
ら
し
い
性
は
基
本
的
人
権
そ
の

も
の
で
あ
り
、
性
教
育
は
現
代
社
会
で

は
不
可
欠
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
性
の

研
究
が
進
み
専
門
家
か
ら
は
、
命
の
尊

厳
を
理
解
す
る
に
は
、
０
歳
か
ら
の
性

教
育
が
必
要
と
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
２
３
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
が

推
進
す
る
「
生
命
（
い
の
ち
）
の
安
全

教
育
」
が
全
国
の
小
中
学
校
に
お
い
て

実
施
さ
れ
る
が
、
性
暴
力
や
性
被
害
の

予
防
や
対
処
に
関
す
る
教
育
に
位
置
づ

け
ら
れ
性
教
育
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
。

以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
保
育
所
・
幼
稚
園
で
の
性
教
育
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
保
護

者
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
の
研
修
は
。

⑵
子
ど
も
た
ち
の
性
情
報
は
歪
ん
だ
情

報
が
多
く
、
包
括
的
性
教
育
が
必
要
と

考
え
る
が
、
そ
の
手
立
て
は
。

⑶
性
教
育
は
保
護
者
、
学
校
、
地
域
の

連
携
に
よ
り
理
解
が
深
ま
り
、
子
ど
も

た
ち
を
守
る
こ
と
に
な
る
た
め
研
修
の

場
を
。

 

教
育
長 

⑴
町
立
保
育
所
お
よ
び
わ
か
ば
幼
稚
園

は
「
健
康
な
心
と
体
を
育
て
、
自
ら
健

康
で
安
全
な
生
活
を
つ
く
り
出
す
力
を

養
う
」
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
一
人
ひ

と
り
に
向
き
合
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
の
研
修
状
況

に
つ
い
て
は
、
園
内
外
の
保
育
・
教
育

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
に
お
い
て
、

性
教
育
に
関
す
る
研
修
も
行
っ
て
お
り
、

研
修
か
ら
性
教
育
に
関
す
る
理
解
を
深

め
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
、
保
育

士
、
幼
稚
園
教
諭
の
研
修
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
研
修
が
開

催
出
来
て
い
な
い
保
護
者
研
修
会
に
つ

い
て
、
今
後
開
催
す
る
際
に
は
、
保
育

士
や
幼
稚
園
教
諭
が
研
修
で
得
た
性
教

育
に
係
る
保
護
者
の
役
割
や
子
ど
も
へ

の
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
、
保
護
者
が

性
教
育
に
関
す
る
理
解
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
む
。

⑵
「
包
括
的
性
教
育
」
は
現
在
「
学
習

指
導
要
領
」
に
明
確
に
位
置
づ
け
さ
れ

て
い
な
い
が
、
学
級
活
動
や
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
が

性
暴
力
の
加
害
者
、
被
害
者
、
傍
観
者

に
な
ら
な
い
た
め
の
教
育
と
啓
発
に
取

り
組
む
。

⑶
各
学
校
で
は
保
健
体
育
や
総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
中
で
、
性
教
育
と
し
て

取
り
扱
っ
て
い
る
ほ
か
、
道
徳
や
学
級

活
動
の
中
で
生
命
の
尊
さ
や
男
女
の
相

互
理
解
、
人
権
問
題
等
の
学
習
を
通
し

部
分
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

図
書
館
に
お
い
て
性
教
育
に
資
す
る
よ

う
な
図
書
を
紹
介
す
る
よ
う
な
事
業
を

実
施
し
、
性
教
育
に
関
わ
る
学
習
の
場

と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
て
い
る
と
考

え
る
。

日
本
で
は
、
戸
籍
上
同
性
で
あ

る
場
合
や
、
自
ら
の
性
自
認(

心
の
性)

で
の
入
籍
は
制
度
上

で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
配
偶
者
や
家

族
に
認
め
ら
れ
て
い
る
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
や
生
き
づ
ら
さ
に
直
面
し
て
い
る
。

　

性
の
あ
り
方
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
安
心
し
て
住
め
る

町
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
導
入
を
。

 

町　

長 

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の
方
々
は
社
会
生
活
や

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え

て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
性
的
指
向
や

性
自
認
に
伴
う
差
別
や
偏
見
を
解
消

し
、
日
常
生
活
の
困
難
や
生
き
づ
ら
さ

の
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
制
度
の
導
入

を
す
る
自
治
体
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
制
度
の
創
設
を
望

ん
で
お
ら
れ
る
方
が
潜
在
的
に
存
在
し

て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
制

度
導
入
を
見
据
え
研
究
を
進
め
る
。

問

2022.11 月号❻

野原　惠子 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

答問
教
科
等
横
断
的
視
点
に
立
つ
教
育
活
動
を
通
し

「
い
の
ち
の
安
全
教
育
」
に
取
り
組
み
た
い

子
ど
も
の
人
権
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
柱
に
し
た
性

教
育
を

　
　【 

解 

説 

】

　『
包
括
的
性
教
育
』

と
は
、
乳
幼
児
期
か

ら
高
齢
期
ま
で
、
性

的
発
達
と
人
生
の
歩

み
に
お
け
る
あ
ら
ゆ

る
局
面
に
、
賢
明
な

選
択
と
対
応
が
で

き
、
自
ら
と
他
者
の

尊
厳
を
大
切
に
で
き

る
知
識
・
態
度
を
は

ぐ
く
む
こ
と
。

答問

制
度
の
導
入
を
見
据
え
、
研
究

を
進
め
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入

に
つ
い
て

問



全
て
の
町
民
が
気
候
危
機
を
自

分
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
行
動

を
変
え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
エ
コ

な
暮
ら
し
を
気
付
い
て
築
く
た
め
、

日
々
の
暮
ら
し
を
明
る
く
楽
し
く
、
そ

の
よ
う
な
生
活
の
応
援
を
す
る
場
を
商

店
街
の
空
き
店
舗
に
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

　

国
の
脱
炭
素
政
策
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
側
の
新
技
術
の
開
発
が
主
流
で
あ

る
が
、
近
年
は
産
業
や
運
輸
、
家
庭
、

農
業
な
ど
需
要
側
の
対
策
を
検
討
し
、

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
少
し
で
も
貢
献
す

る
た
め
、
低
コ
ス
ト
で
身
近
な
対
策
の

一
つ
と
し
て
「
幕
別
環
境
ひ
ろ
ば
」
の

開
設
を
求
め
る
。
こ
の
開
設
の
目
的
一

つ
目
は
、
地
域
の
交
流
拠
点
と
す
る
。

二
つ
目
は
、
エ
コ
情
報
を
発
信
す
る
拠

点
と
す
る
。
三
つ
目
は
、
環
境
問
題
に

住
民
と
企
業
や
行
政
と
の
新
し
い
共
同

関
係
を
創
設
し
て
い
く
事
だ
が
、
以
下

の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
町
民
に
と
っ
て
公
共
的
財
産
で
あ
っ

た
廃
業
し
た
銭
湯
を
使
い
開
設
し
て
は
。

⑵
定
住
の
た
め
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
人
材
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

⑶
町
か
ら
の
支
援
策
は
。

⑷
子
ど
も
た
ち
へ
の
町
の
環
境
教
育
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

⑸
３
Ｒ
・
低
炭
素
社
会
検
定
の
受
験
を

進
め
る
た
め
、
小
中
高
の
若
者
に
助
成

は
。

 
町　

長 
⑴
、
⑵
、
⑶
廃
業
し
た
銭
湯
を
活
用
し

た
、
環
境
問
題
等
の
各
種
取
組
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
町
民
や
事
業
者
が
、

環
境
を
考
え
、
意
識
の
向
上
を
図
り
、

行
動
へ
と
結
び
つ
け
て
い
く
機
会
と
し

て
大
切
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

　
９
月
中
に
大
学
教
授
や
事
業
者
、
町

民
等
の
代
表
者
15
人
で
組
織
す
る
「
幕

別
町
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
町
民
等
と
と
も
に
環
境

を
考
え
、
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
、
具

体
的
な
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
や
、

そ
の
対
策
お
よ
び
行
動
計
画
等
を
定
め

た
（
仮
称
）
「
幕
別
町
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
」
を
策
定
す
る
。
今
後
、

提
案
の
あ
っ
た
こ
と
も
含
め
検
討
す
る
。

⑸
原
則
、
個
人
の
資
格
に
つ
な
が
る
各

種
資
格
試
験
等
に
対
す
る
助
成
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
幕
別
清
陵
高
等
学
校
に

つ
い
て
は
、
町
内
高
校
支
援
策
の
一
つ

と
し
て
「
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
支
援

事
業
」
を
実
施
し
、
そ
の
中
で
進
学
や

就
職
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
の
資
格
検
定
料
等
の
一
部
に
つ

い
て
補
助
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
「
３
Ｒ
・
低
炭

素
社
会
検
定
」
が
考
え
ら
れ
な
い
か
、

高
校
と
協
議
を
す
る
。

 

教
育
長 

⑷
環
境
教
育
に
つ
い
て
は
「
学
習
指
導

要
領
」
に
基
づ
き
、
学
校
経
営
計
画
の

一
つ
と
し
て
環
境
教
育
計
画
を
定
め
、

環
境
や
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
関
心

を
持
ち
、
自
然
を
大
切
に
し
よ
う
と
す

る
心
を
育
む
こ
と
な
ど
を
目
標
に
掲

げ
、
社
会
科
や
理
科
の
み
な
ら
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
教
科
で
教
科
等
横
断
的
に
学

習
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
中
学
校
で
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
学
習
す
る
取
組
の
一
つ
と
し

て
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
公
認
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
を
講
師
と
し
て
出
前
授
業
を
実

施
し
、
持
続
可
能
な
環
境
に
つ
い
て
学

習
し
て
い
る
。

　

環
境
教
育
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の

構
築
に
向
け
て
、
大
切
な
取
組
の
一
つ

と
認
識
し
、
小
中
学
校
に
お
い
て
、
引

き
続
き
教
科
等
横
断
的
な
視
点
に
立
っ

た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
く
中
で
、
子

ど
も
た
ち
が
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
習

し
、
自
主
的
・
積
極
的
に
環
境
保
全
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
努
め
る
。

答問
幕
別
町
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
委
員
会
に
お
い
て
提

案
を
含
め
検
討
す
る

幕
別
環
境
ひ
ろ
ば
の
開
設
を
商
店
街
に

■ 一 般 質 問 ■ 

❼

問

2022.11 月号

藤原　孟 議員
（無会派）

　
【 

解 

説 

】

『
３
Ｒ
・
低
炭
素
社
会
検
定
試
験
』
と

は
、ご
み
・
循
環
型
社
会
に
関
す
る「
３

Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ

サ
イ
ク
ル
）」
の
知
識
や
、
地
球
温
暖

化
に
関
す
る
低
炭
素
社
会
の
環
境
理

念
に
関
す
る
知
識
を
も
っ
た
人(

リ

ー
ダ
ー
）
の
動
き
と
つ
な
が
り
を
つ

く
る
た
め
の
検
定
で
す
。
検
定
は「
３

Ｒ
部
門
」
と
「
低
炭
素
社
会
部
門
」

の
２
つ
が
あ
る
。



■ 一 般 質 問 ■ 

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
⑴
低
出
生
体
重
児
支
援
に
つ
い
て

 

出
生
時
の
体
重
が
２
５
０
０

グ
ラ
ム
未
満
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の

こ
と
で
子
育
て
・
成
長
を
見
守
る
過
程

で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る
中
、
行

政
は
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

①
直
近
の
低
出
生
体
重
児
数
と
そ
の
後

の
支
援
体
制
。

②
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
導

入
に
向
け
た
動
き
に
つ
い
て
の
認
識
。

⑵
３
歳
児
健
康
診
査
の
視
力
検
査
に
つ

い
て

　

強
い
屈
折
異
常
や
斜
視
が
見
逃
さ
れ

た
場
合
に
治
療
が
遅
れ
十
分
な
視
力
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
必
要
と
あ
る
が
町
の
見
解
は
。

①
３
歳
児
健
康
診
査
の
現
状
。

②
精
密
検
査
対
象
数
と
弱
視
に
判
断
さ

れ
た
数
。

⑶
夏
休
み
明
け
の
「
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
見
逃
さ
な
い
」
た
め
の
対
応
に
つ
い
て

　

長
期
休
業
中
は
、
児
童
生
徒
の
生
活
が

不
規
則
に
な
る
こ
と
、
問
題
行
動
や
不
慮

の
事
故
が
発
生
し
や
す
い
こ
と
、
ま
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に
よ
り
学

校
生
活
に
影
響
を
受
け
２
０
２
０
年
に

は
小
中
学
校
の
自
殺
者
が
過
去
最
多
と

な
り
、
周
囲
の
大
人
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃

さ
な
い
よ
う
教
員
、
保
護
者
に
対
し
て

の
注
意
喚
起
に
つ
い
て
伺
う
。

 

町　

長 

⑴
①
５
年
間
で
低
出
生
体
重
児
は
62

人
、
出
生
児
数
に
占
め
る
割
合
は
８
・
２

％
で
あ
っ
た
。
低
出
生
体
重
児
の
支
援

体
制
は
、
保
健
師
に
よ
る
妊
婦
訪
問
や

新
生
児
訪
問
を
は
じ
め
、
助
産
師
に
よ

る
産
後
ケ
ア
事
業
に
お
い
て
、
個
々
の

児
に
合
わ
せ
た
子
育
て
方
法
や
母
親
の

悩
み
の
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り

親
身
に
な
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

⑴
②
新
生
児
訪
問
や
乳
幼
児
健
診
時
に

不
安
や
悩
み
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も

に
、
低
出
生
体
重
児
の
保
健
指
導
マ
ニ

ュ
ア
ル
や
参
考
文
献
、
過
去
の
デ
ー
タ

や
他
自
治
体
の
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
も
参
考
に
し
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
道
に
お
い

て
も
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
の
検
討
を

し
て
い
る
た
め
、
完
成
し
た
際
に
は
活

用
し
、
よ
り
母
親
の
気
持
ち
に
寄
り
添

っ
た
支
援
を
す
る
。

⑵
①
一
次
検
査
と
し
て
、
家
庭
に
お
い

て
問
診
の
記
入
と
絵
指
標
で
の
視
力
検

査
を
行
い
、
二
次
検
査
の
検
査
会
場
に

お
い
て
記
入
内
容
と
視
力
検
査
の
結
果

を
確
認
す
る
ほ
か
、
家
庭
で
十
分
な
検

査
が
で
き
な
か
っ
た
な
場
合
な
ど
に
は

再
検
査
を
行
い
、
健
診
担
当
医
師
の
診

察
を
受
け
た
う
え
で
、
精
密
検
査
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
専
門
医
療
機

関
を
受
診
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

⑵
②
過
去
３
年
間
で
、
健
診
受
診
者
数

５
４
１
人
の
う
ち
、
精
密
検
査
が
必
要

と
さ
れ
た
児
は
25
人
で
、
弱
視
は
１
人
。

 

教
育
長 

⑶
７
月
の
長
期
休
業
前
に
開
催
し
た
校

長
会
議
に
お
い
て
、
自
殺
予
防
に
向
け

た
取
組
、
児
童
虐
待
の
防
止
対
策
、
早

期
発
見
・
早
期
対
応
、
相
談
窓
口
の
周

知
の
３
点
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
の
実

情
に
応
じ
て
適
切
に
指
導
す
る
な
ど
、

児
童
生
徒
の
命
と
心
を
守
る
取
組
に
万

全
を
期
す
る
よ
う
「
夏
季
休
業
に
向
け

て
の
児
童
生
徒
の
指
導
等
に
つ
い
て
」

の
通
知
を
行
っ
た
。
ま
た
、
各
保
護
者

に
対
し
て
も
、
学
級
通
信
や
北
海
道
教

育
委
員
会
広
報
誌
「
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト
」

な
ど
で
、
家
庭
内
で
の
見
守
り
の
促
進

や
相
談
窓
口
等
の
周
知
を
行
っ
た
。

 

再
質
問 

　

子
ど
も
の
目
の
機
能
は
６
歳
ま
で
に

ほ
ぼ
完
成
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
中
で
、

現
在
の
検
査
方
法
で
よ
り
精
密
な
検
査

値
で
あ
る
の
か
危
惧
さ
れ
る
。
３
歳
児

健
診
で
目
の
異
常
を
早
期
に
発
見
す
る

た
め
に
は
屈
折
検
査
機
器
で
の
検
査
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

 

町　

長 

　

現
在
、
屈
折
検
査
機
器
の
導
入
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。
本
年
度
中
に
、

機
器
操
作
等
に
つ
い
て
保
健
師
の
研
修

を
行
う
と
と
も
に
、
実
際
の
３
歳
児
健

診
の
現
場
で
指
導
等
を
受
け
る
な
ど
、

導
入
の
際
に
、
ス
ム
ー
ズ
に
屈
折
検
査

が
行
え
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

問

国道 38 号止若橋 

2022.11 月号❽

岡本眞利子 議員
（政清会）

答問
わ
ず
か
な
兆
候
や
小
さ
な
き
っ
か
け
を
見
逃
さ

な
い
こ
と
が
重
要

子
ど
も
の
未
来
を
守
り
育
て
る
取
組
に
つ
い
て

　



異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
多
発

し
「
気
候
危
機
」
が
広
が
っ
て

い
る
。
２
０
２
１
年
に
国
連
気
候
変
動

枠
組
条
約
第
26
回
締
約
国
会
議
で
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
と
吸
収
量
を
均
衡
さ
せ
ゼ
ロ
に
す

る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
」

の
実
現
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

幕
別
で
も
今
年
度
か
ら
脱
炭
素
の
計

画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
次
の

点
を
伺
う
。

⑴
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
の
一
環
と
し

て
、
ご
み
処
理
の
基
本
的
な
考
え
を
焼

却
で
は
な
く
、
富
良
野
市
や
進
ん
だ
自

治
体
が
実
施
し
て
い
る
、
ご
み
を
肥
料

や
固
形
燃
料
等
の
資
源
と
し
て
循
環
型

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
い
か
が
か
。

⑵
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
の
た

め
に
、
家
畜
ふ
ん
尿
利
用
の
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
の
推
進
と
、
個
人
住
宅
の

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
に
補
助
の
実
施
を
。

⑶
町
民
全
体
で
脱
炭
素
を
目
指
す
た
め

の
学
習
会
や
、
計
画
の
策
定
段
階
か
ら

町
民
が
参
加
で
き
る
取
り
組
み
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

 

町　

長 

⑴
可
燃
ご
み
の
減
量
は
、
焼
却
に
伴
い

発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸

化
炭
素
等
の
排
出
抑
制
を
図
り
、
環
境

に
配
慮
し
た
ご
み
処
理
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
進
め
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

循
環
型
に
す
る
に
は
、
多
く
の
町
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
、
今
後
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
「
見
え
る
化
」
に
つ
い
て
、

手
法
を
含
め
検
討
を
進
め
、
ご
み
の
焼

却
量
の
削
減
や
資
源
化
に
つ
い
て
町
民

や
事
業
者
の
方
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
。

⑵
家
畜
ふ
ん
尿
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

み
な
ら
ず
労
働
力
不
足
や
臭
気
対
策
な

ど
、
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
に
係
る
課
題
を

解
決
す
る
有
効
な
手
段
と
認
識
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
十
勝
バ
イ
オ
ガ
ス
関

連
事
業
推
進
協
議
会
を
通
じ
て
、
国
や

電
力
会
社
等
に
対
し
要
請
活
動
を
継
続

し
て
い
く
。

　

個
人
住
宅
の
太
陽
光
発
電
施
設
と
蓄

電
池
に
つ
い
て
は(

仮
称
）
「
幕
別
町

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に
お
い

て
、
活
用
方
法
お
よ
び
支
援
策
等
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
。

⑶
大
学
教
授
や
団
体
、
学
校
関
係
者
、

公
区
長
お
よ
び
公
募
に
よ
る
町
民
５
人

を
含
め
た
15
人
で
組
織
す
る
「
幕
別
町

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
伺
う

と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
町
民
の
意
見

を
反
映
し
た
（
仮
称
）
「
幕
別
町
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
」
の
策
定
を
行
う
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
を
確
実
に
進
め
る

た
め
に
は
、
行
政
は
も
と
よ
り
町
民
や

事
業
者
の
意
識
向
上
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
委
員
会
に
お
け
る
議
論

を
は
じ
め
、
計
画
策
定
段
階
か
ら
継
続

的
に
町
民
や
事
業
者
と
の
意
見
交
換
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

再
質
問 

　

富
良
野
市
で
は
ご
み
の
総
排
出
量
の

約
90
％
を
資
源
化
し
、
二
酸
化
炭
素
抑

制
効
果
は
５
４
７
０
・
３
ト
ン
、
固
形

燃
料
・
生
ご
み
堆
肥
・
有
価
物
の
販
売

で
８
８
４
万
円
の
売
り
上
げ
を
上
げ
て

い
る
。
参
考
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。   

 

町 

長 

　

実
績
を
町
民
に
対
し
て
提
示
す
る
こ

と
は
、
達
成
感
を
確
認
し
て
も
ら
う
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
、
大
切
な
こ
と
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
全

町
的
に
一
人
ひ
と
り
の
町
民
、
事
業
所

が
協
力
し
合
っ
て
、
達
成
感
を
得
ら
れ

る
よ
う
な
形
で
進
め
、
削
減
に
努
め
て

い
く
。

答問
町
民
や
事
業
者
の
意
識
向
上
を
図
り
、
町
全
体
で
継

続
的
に
活
動
を
推
進
す
る

「
町
民

・
事
業
者

・
行
政
」
が
一
体
と
な
り
脱
炭

素
社
会
の
推
進
を

■ 一 般 質 問 ■ 

❾

問

2022.11 月号

中橋　友子 議員
（副議長）

　
【 

解 

説 

】

『
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
』
と
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
吸
収
量

を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
10
月
、
政
府
は
２
０
５
０
年

ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と

し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

「
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
」
と
い
う
の

は
、
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
「
排
出
量
」
か
ら
、
植
林
、

森
林
管
理
な
ど
に
よ
る
「
吸
収
量
」
を
差

し
引
い
て
、
合
計
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
。



                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
北
海
道
内
に
は
、
予
期
せ
ぬ
妊

娠
や
経
済
苦
で
育
児
が
困
難
と

な
る
恐
れ
が
あ
り
、
出
産
前
か
ら
支
援
が

必
要
と
市
町
村
が
認
定
し
た
「
特
定
妊
婦
」

が
、
令
和
３
年
度
だ
け
で
９
３
１
人
い

て
、
令
和
元
年
度
の
２
９
７
人
か
ら
３

倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
新
聞

報
道
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。　

 

「
特
定
妊
婦
」
は
児
童
虐
待
を
防
ぐ
た

め
、
２
０
０
９
年
施
行
の
改
正
児
童
福

祉
法
で
支
援
対
象
と
明
記
さ
れ
た
。
市

町
村
が
妊
娠
届
の
提
出
時
や
妊
婦
健

診
、
医
療
機
関
か
ら
の
情
報
で
把
握
に

努
め
、
年
齢
の
若
さ
や
経
済
苦
な
ど
厚

生
労
働
省
の
指
標
に
照
ら
し
「
特
定
妊

婦
」
を
認
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
幕
別
町
の
「
特
定
妊
婦
」
の
認
定
基

準
は
。
ま
た
、
「
特
定
妊
婦
」
の
認
定

件
数
は
。

⑵
幕
別
町
に
お
け
る
「
特
定
妊
婦
」
の

支
援
の
あ
り
方
は
。

 

町　

長 

⑴
母
子
手
帳
交
付
の
際
、
厚
生
労
働
省

が
策
定
し
た
「
養
育
支
援
訪
問
事
業
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
支
援
の
必
要
性
を
判

断
す
る
た
め
の
一
定
の
指
標
に
示
さ
れ

た
８
つ
の
項
目
お
よ
び
厚
生
労
働
省
通

知
「
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
妊
婦

の
様
子
や
状
況
例
」
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

の
36
項
目
を
確
認
し
特
定
妊
婦
の
判
断

を
行
っ
て
い
る
。
認
定
件
数
は
、
直
近

３
年
間
で
出
生
数
４
３
６
件
の
う
ち
特

定
妊
婦
は
22
人
で
あ
っ
た
。

⑵
特
定
妊
婦
と
し
て
支
援
が
必
要
と
思

わ
れ
る
妊
婦
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
こ
ど
も
課
お
よ
び
保
健
課
の

担
当
者
か
ら
な
る
「
要
保
護
児
童
対
策

調
整
機
関
」
に
お
い
て
児
童
相
談
所
や

警
察
な
ど
の
他
の
機
関
と
情
報
共
有
の

必
要
性
や
、
支
援
方
法
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
情
報
の
あ
っ
た
妊
婦

に
つ
い
て
は
、
保
健
師
の
訪
問
記
録
や

親
子
支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
医
療
機
関

か
ら
の
情
報
を
活
用
し
て
、
必
要
な
支

援
を
早
期
に
行
え
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

幕
別
町
は
老
人
福
祉
法
、
介

護
保
険
法
に
基
づ
い
て
、
そ

の
両
方
を
一
体
化
さ
せ
、
２
０
２
１
年

度
を
始
期
と
し
２
０
２
３
年
度
ま
で
の

３
か
年
計
画
で
あ
る
「
幕
別
町
高
齢
者

保
健
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
１
」
を
策

定
し
た
。
「
同
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
基
本
理

念
を
「
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
し
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
、
尊
厳
が
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
を
精
神
と
す

る
」
と
し
た
計
画
で
あ
る
。

つ
い
て
は
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
利

用
者
負
担
増
が
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

影
響
は
な
か
っ
た
か
。

⑵
「
同
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
開
始
さ
れ
約
１

年
半
が
過
ぎ
た
が
到
達
点
は
。

 

町　

長 

⑴
介
護
保
険
施
設
等
に
お
け
る
食
費
の

負
担
限
度
額
の
増
額
に
よ
る
、
利
用
控

え
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ズ
事
業
所
の
経

営
・
運
営
へ
の
影
響
は
な
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
感
染
症

へ
の
不
安
な
ど
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
を
控
え
た
方
が
わ
ず
か
に
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
所
が
、
休
所
等
に
よ

り
収
入
が
減
少
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

経
営
・
運
営
に
影
響
が
あ
る
も
の
と
考

え
る
が
、
事
業
者
か
ら
の
相
談
等
は
伺

っ
て
い
な
い
。

⑵
給
付
費
全
体
の
推
計
に
対
す
る
実
績

の
比
率
は
94
％
と
な
っ
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
例
年
の
執
行
率
と
比
較

し
て
も
概
ね
推
計
ど
お
り
の
推
計
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
も
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り

に
推
移
し
て
い
く
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

■ 一 般 質 問 ■ 

答問

お
お
む
ね
推
計
通
り
の
執
行
と

な
っ
て
い
る

「
幕
別
町
高
齢
者
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
推
進
状
況
に
つ
い
て

問

令和元年 令和２年 令和３年 合　計

特定妊婦数（Ａ） ８人 ９人 ５人 22 人

出生数（Ｂ） 139 人 162 人 135 人 436 人

特定妊婦割合
（Ａ）/（Ｂ）

5.8％ 5.6％ 3.7％ 5.0％

※札幌市の
 特定妊婦割合

1.2％ 7.0％ 6.0％ 4.7％

《特定妊婦とは》児童福祉法で、出産後の子の養育につい
て出産前に支援を行うことが特に必要と認められる妊婦
をいう。収入が不安定、統合失調症などの精神疾患がある、
望まない妊娠をした場合などがこれにあたる。

　　幕 別 町 の 特 定 妊 婦 数 の 推 移

2022.11 月号❿

谷口　和弥 議員
（拓政会）

問

答問
保
健
師
の
訪
問
記
録
や
親
子
支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情

報
を
活
用
し
、
支
援
体
制
を
整
え
て
い
る

「
特
定
妊
婦
」
へ
向
け
た
対
策

・
支
援
に
つ
い
て



２
０
２
０
年
国
連
子
ど
も
の
権

利
委
員
会
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
関
す
る
声
明
」
が
出
さ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
文
化
的
・
芸
術
的
活
動

を
大
切
に
す
る
こ
と
、
学
び
の
保
障
、

栄
養
の
あ
る
食
事
を
確
保
す
る
こ
と
、

子
ど
も
の
意
見
を
聞
く
こ
と
な
ど
11
項

目
に
つ
い
て
提
案
が
出
さ
れ
た
。
多
く

の
制
限
が
出
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

受
け
入
れ
る
し
か
な
く
、
多
く
の
楽
し

み
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
子
ど
も
た

ち
の
声
を
聴
き
、
子
ど
も
た
ち
の
権
利

を
保
障
す
る
取
り
組
み
が
い
ま
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

２
０
１
０
年
４
月
「
幕
別
町
子
ど
も

の
権
利
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ

て
12
年
が
経
つ
。
第
２
章
「
子
ど
も
に

と
っ
て
大
切
な
権
利
」
第
３
章
「
子
ど

も
の
権
利
を
保
障
す
る
大
人
の
責
務
」

で
は
、
子
ど
も
の
生
き
る
権
利
の
保
障
、

育
つ
環
境
の
保
全
等
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
声
を
聴
き
、
活
か
す
ま
ち

づ
く
り
、
こ
れ
ま
で
の
そ
し
て
今
後
の

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
に
沿

っ
た
取
り
組
み
状
況
は
。
ま
た
子
ど
も

の
声
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
き
た

の
か
。

⑵
子
ど
も
た
ち
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の
考
え
は
。

⑶
学
校
の
校
則
が
全
国
的
に
問
題
に
な

っ
て
い
る
が
、
本
町
で
の
現
状
は
。

 

町　

長 

⑴
条
例
で
規
定
し
て
い
る
５
つ
の
施
策

に
つ
い
て
、
一
つ
目
「
子
ど
も
の
育
ち

の
支
援
」
で
は
、
保
育
所
等
へ
の
空
調

設
備
の
設
置
等
の
環
境
づ
く
り
や
埼
玉

県
上
尾
市
等
の
相
互
交
流
に
よ
る
人
材

育
成
、
地
域
や
自
然
を
生
か
し
た
総
合

的
な
学
習
の
実
施
を
行
っ
た
。
二
つ
目

「
子
育
て
家
庭
の
支
援
」
で
は
、
子
育

て
世
帯
の
交
流
場
所
の
提
供
、
一
時
保

育
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
に
よ
る
支
援
の
実
施
。
三
つ
目
「
子

ど
も
参
画
の
促
進
」
で
は
、
ナ
ウ
マ
ン

公
園
大
型
遊
具
の
設
置
に
は
子
ど
も
た

ち
が
提
案
し
た
遊
具
等
の
選
定
が
実
現

や
、
明
野
ケ
丘
公
園
再
整
備
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、
小
学
生
チ
ー
ム
が

作
成
し
た
成
果
が
絵
本
に
な
っ
た
な
ど

参
画
し
て
い
る
。
四
つ
目
「
子
ど
も
の

権
利
の
普
及
」
で
は
、
子
ど
も
の
権
利

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
、
道
徳
、
社

会
科
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど
で
子
ど
も

の
権
利
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
設
け

る
な
ど
、
子
ど
も
自
ら
が
子
ど
も
権
利

に
関
し
興
味
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
れ

る
よ
う
努
め
て
い
る
。
五
つ
目
「
虐
待
、

体
罰
、
い
じ
め
等
か
ら
の
救
済
等
」
で

は
、
子
ど
も
の
虐
待
防
止
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
の

推
進
や
、
年
２
回
の
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
年
３
回
各
学
校
で
実
施
す
る

い
じ
め
の
問
題
へ
の
対
応
状
況
調
査
に

よ
り
実
態
把
握
に
務
め
、
子
ど
も
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
配
置
す
る
な
ど
虐
待
や
い
じ
め
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
子
ど
も

向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を
し
て
い
る
。

今
後
、
「
幕
別
町
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」
策
定
時
に
、
２
０
５
０
年
の

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
を
中
心
的
に
担
う

子
ど
も
た
ち
か
ら
意
見
聴
取
を
予
定
し

て
い
る
ほ
か
、
可
能
な
限
り
子
ど
も
た

ち
が
参
加
し
意
見
表
明
が
で
き
る
場
の

設
定
に
努
め
る
。

 

教
育
長 

⑶
各
小
中
学
校
で
は
、
校
則
の
随
時
見

直
し
の
ほ
か
、
年
度
替
わ
り
に
点
検
を

行
っ
て
い
る
。
校
則
の
内
容
や
校
則
に

基
づ
く
指
導
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
や

保
護
者
か
ら
の
相
談
や
意
見
な
ど
も
な

く
、
最
近
の
見
直
し
の
事
例
は
な
か
っ

た
と
確
認
し
て
い
る
。

　

校
則
の
内
容
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒

の
実
情
、
保
護
者
の
考
え
方
、
地
域
の

状
況
な
ど
に
応
じ
て
、
適
宜
、
見
直
し

に
取
り
組
む
こ
と
や
、
校
則
に
基
づ
く

指
導
に
関
し
て
、
校
則
を
自
分
の
も
の

と
し
て
と
ら
え
、
自
主
的
に
守
る
よ
う

に
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
小
中
学
校
へ

の
指
導
に
努
め
る
。

答問
新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
際
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見

を
取
り
入
れ
て
い
る

コ
ロ
ナ
禍
で
も
子
ど
も
の
権
利
条
例
が
生
か
さ
れ
て

き
た
の
か

■ 一 般 質 問 ■ 

⓫

問

2022.11 月号

 荒　貴賀 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

『幕別町子どもの権利に関する条例』前文（一部を抜粋）

　子どもは、生まれながらにして一人ひとりがかけがえのない存
在です。
　子どもは、生まれたときから学び育つ力を持ち、未来への可能
性が開かれています。
　子どもは、周りの人に大切にされ、愛され、信頼されることによっ
て、自分に自信を持ち、安心して健やかに育つことができます。
　子どもは、子どもの持つ権利が保障される中で、その権利を正
しく学び、自分の意思を自由に表明し、自分にかかわることに参
加することができます。
　（略）
　未来をつくる子どものしあわせなまちの実現を図るため、この
条例を制定します。



【
所
管
事
務
調
査
】

・
令
和
４
年
８
月
25
日

○
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
事
業

に
つ
い
て

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
て

ま
ち
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
現
状

に
つ
い
て
、
政
策
推
進
課
よ
り
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
７
月
５
日
～
６
日

《
栗
山
町
》

　

「
く
り
や
ま
若
者
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
魅
力
と
と
も
に
問
題
点
や
不

足
し
て
い
る
部
分
を
町
内
外
の
人
と
考

え
、
町
民
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば

前
進
し
て
い
か
な
い
事
業
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
す
る
う
え

で
メ
デ
ィ
ア
の
目
に
と
ま
る
こ
と
も

き
っ
か
け
と
な
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用

し
た
情
報
発
信
、
ま
ち
の
制
度
を
ま
ち

の
魅
力
と
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る

こ
と
で
、
知
名
度
と
愛
着
を
持
っ
て
く

れ
る
人
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
た
。

《
恵
庭
市
》

　

「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
え
に
わ
」
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
魅
力
を
売
り
込
む
こ
と
が
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
ま
ず

は
住
民
が
ま
ち
に
愛
着
を
持
っ
て
く
れ

る
魅
力
を
見
つ
け
、
多
く
の
人
と
共
に

魅
力
を
伝
え
広
め
る
こ
と
が
成
果
に
な

る
と
感
じ
た
が
、
す
べ
て
の
条
件
に
恵

ま
れ
る
こ
と
は
難
し
く
、
目
的
と
目
標

が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

【
所
管
事
務
調
査
】

・
令
和
４
年
８
月
24
日

【
幕
別
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

と
の
意
見
交
換
会
】

◆
共
生
社
会
と
民
生
委
員
児
童
委
員
活

動
に
つ
い
て

◆
主
な
意
見

・
コ
ロ
ナ
禍
で
１
期
目
の
民
生
児
童
委

員
研
修
会
が
中
止
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

能
力
に
差
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現

在
の
活
動
は
見
守
り
が
中
心
で
あ
り
ま
す
。

・
地
域
を
守
る
た
め
に
は
、
民
生
委
員

だ
け
で
は
な
く
、
町
内
会
と
の
結
び
つ

き
が
大
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
民
生
委
員
の
な
り
手
が
不
足
し
て
い

る
事
が
問
題
と
な
っ
て
る
。
若
い
人
を

見
つ
け
出
す
方
法
も
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

意
見
交
換
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
幕
別
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
皆
さ
ま
に
は
、
貴
重
な
ご
意
見
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
８
月
４
日
～
５
日

《
芽
室
町
》

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
視
察
し

ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
は
、
計
画
に
留
ま
ら

ず
、
条
例
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
は
、

政
策
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
大
き
な
前

進
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
一
方
で
策

定
し
た
条
例
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の

か
、
住
民
参
加
、
意
識
改
革
、
仕
事
・

家
庭
・
地
域
社
会
な
ど
、
多
様
な
活
動

を
自
ら
の
希
望
に
沿
っ
た
形
で
実
現
で

き
る
社
会
を
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

■ 議会のうごき ■ 

⓬

栗山町役場

　
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
常
任
委
員
会
・
所
管
事
務
調
査
・
道
内
先
進
地
視
察
調
査
）

2022.11月号

◎
総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
民
生
常
任
委
員
会

民生委員児童委員協議会
との意見交換会

道
内
先
進
地
視
察
調
査

道
内
先
進
地
視
察
調
査

恵庭市役所

芽室町役場



《
函
館
市
》

　

男
女
共
同
参
画
社
会
現
実
を
め
ざ
す

た
め
に
い
ち
早
く
条
例
・
基
本
計
画
を

策
定
し
た
取
組
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

将
来
目
標
を
掲
げ
具
体
的
な
体
系
図

を
掲
示
し
、
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
、
情
報
誌
の
発
行
な
ど
各
種

施
策
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
民
の
男
女
参
画
に
対
す
る
意
識
は
浸

透
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
意
識
調
査
に
よ
る
と
「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
固
定
的
役
割

分
担
意
識
が
あ
り
、
多
岐
に
わ
た
り
積

極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
て
も
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
現
実
は
簡
単
で
は

な
い
も
の
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

【
所
管
事
務
調
査
】

・
令
和
４
年
８
月
22
日

○
電
子
地
域
通
貨
の
概
要
に
つ
い
て

調
査
内
容
は
、
「
常
任
委
員
会
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
」
（
16
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

令
和
４
年
７
月
26
日
～
27
日

《
鹿
追
町
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
》

　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
つ
い
て
、
家

畜
糞
尿
を
利
用
し
た
新
た
な
産
業
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
、
循
環
型
農
業
の
確
立
に
つ

な
が
っ
て
い
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
地

域
に
と
っ
て
新
た
な
収
益
を
も
た
ら
し

新
し
い
可
能
性
を
開
く
も
の
と
感
じ
ま

し
た
。 

《
中
富
良
野
町
》

　

地
方
創
生
事
業
に
よ
る
ま
ち
の
活
性

化
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

機
構
改
革
も
行
い
本
格
的
に
ま
ち
の

活
性
化
に
向
か
お
う
と
い
う
ま
ち
の
姿

勢
や
、
町
内
事
業
者
、
民
間
企
業
、
近

隣
自
治
体
を
訪
ね
、
町
民
と
協
力
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
い
う
姿
勢

が
、
協
力
関
係
を
広
げ
、
創
意
あ
る
取

り
組
み
を
実
現
さ
せ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

《
美
瑛
町
》

　

電
子
地
域
通
貨
（
愛
称
：
Ｂ
ｅ
コ
イ

ン
）
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

○
調
査
内
容
は
、「
常
任
委
員
会
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
」
（
16
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

９
月
21
日
、
全
員
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
平
成
30
年
か
ら
令
和
９
年
度

ま
で
の
10
年
間
を
計
画
案
と
し
て
い
る

「
第
６
期
幕
別
町
総
合
計
画
」
の
後
期

見
直
し
に
つ
い
て
、
見
直
し
の
進
め
方
、

見
直
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
５
月
か
ら
の
導
入

に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

「
図
柄
入
り
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
」
に
つ
い
て
、
６
月
の
全
員
協
議
会

で
の
説
明
以
降
の
進
捗
経
過
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

■ 議会のうごき ■ 

◎
産
業
建
設
常
任
委
員
会

⓭ 2022.11月号

全
員
協
議
会
を
開
催

　令和４年 12 月　第４回定例会日程（予定）

　 　　11月30日（水）初日/議案審議　　　

　　　 　　12日（月） 一般質問・議案審議

　　　　   13日（火） 一般質問・議案審議

　　　　   14日（水） 一般質問・議案審議

　　　 　　16日（金）最終日/議案審議

　◎議会傍聴は「マスク着用」をお願いします。

道
内
先
進
地
視
察
調
査

函館市役所

鹿追町環境保全センター

中富良野町役場

豆知識～会派とは？～
　町行政に対して同じ考えや意見をもった議員同士が議員活動を
行うために結成された団体のことで、幕別町議会では、昭和 60 年
に本会議中心主義から委員会中心主義に移行したことにともない、
委員会等の円滑な運営を図るため、会派制度が導入されました。
　会派への所属状況は下記のとおりです。

会派名 会派代表 構成員

日本共産党
幕別町議員団

野原惠子 荒　貴賀・酒井はやみ

拓政会 田口廣之
芳滝　仁・藤谷謹至
内山美穂子・小田新紀・石川康弘

政清会 若山和幸 小川純文・岡本眞利子

政風クラブ 千葉幹雄 小島智恵

（無所属）
藤原　孟（令和３年 12 月 14 日付けで政清会から脱会）

谷口和弥（令和４年９月 20 日付けで拓政会から脱会）

※正副議長は会派に所属しません。



■ 決算審査特別委員会 ■ 

⓮

問

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      
                                      

令和３年度決算審査特別委員会　Ｑ＆Ａ

　９月 13 日、14日の２日間、令和３年度の町の

予算が適正に執行されているか、行政効果を確認

し評価を行う決算審査特別委員会を開催したので、　

質疑の一部を要約して掲載する。

災
害
用
備
蓄
品
整
備
事
業
に
つ
い
て

災
害
備
蓄
品
に
液
体
ミ
ル
ク
の
導

入
の
検
討
状
況
は
。

賞
味
期
限
が
延
び
た
商
品
が
出
た

こ
と
か
ら
、
粉
ミ
ル
ク
の
更
新
に
併

せ
て
一
部
を
液
体
ミ
ル
ク
に
置
き
換

え
て
い
く
事
を
検
討
し
て
い
る
。

衆
議
院
議
員
選
挙
執
行
事
務
事
業
に

つ
い
て

投
票
所
の
土
足
入
場
の
た
め
の
対

応
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

試
行
的
に
実
施
し
て
い
る
市
町
の

状
況
を
聞
き
な
が
ら
、
検
討
を
引
き

続
き
進
め
て
い
く
。

庁
舎
維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て

庁
舎
外
回
り
の
管
理
は
ど
の
よ
う

な
手
法
で
計
画
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

草
刈
り
は
、
最
低
年
一
回
実
施
。

周
辺
の
芝
桜
の
と
こ
ろ
は
、
近
年
は

中
札
内
高
等
養
護
学
校
の
作
業
の
一

環
と
し
て
生
徒
さ
ん
の
協
力
を
得
て

行
っ
て
い
る
。

総
務
費

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

相
談
件
数
１
１
６
件
に
対
し
利
用

実
績
は
。
一
度
で
利
用
を
止
め
た
方
が

い
る
の
か
、
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
等
で
研

修
等
が
行
わ
れ
た
の
か
。

19
人
か
ら
相
談
を
受
け
て
い
て
、

複
数
回
利
用
し
て
い
る
。
個
別
の
相

談
な
の
で
グ
ル
ー
プ
で
の
対
応
は

と
っ
て
い
な
い
が
、
相
談
後
に
関
係

す
る
方
が
一
緒
の
場
所
で
話
し
合
い

を
す
る
事
業
が
あ
る
。

学
童
保
育
所
運
営
事
業
に
つ
い
て

学
童
保
育
所
で
の
ス
ワ
デ
ィ
号
の

利
用
は
。

毎
年
定
期
的
な
購
入
ま
た
は
更
新

で
一
定
数
の
図
書
を
保
有
し
て
い
る

が
、
ス
ワ
デ
ィ
号
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い

て
把
握
に
務
め
、
必
要
で
あ
れ
ば
検

討
し
て
い
き
た
い
。

へ
き
地
保
育
所
運
営
事
業
に
つ
い
て

へ
き
地
保
育
所
を
継
続
し
て
い
く

た
め
の
基
準
は
。

５
人
以
上
を
通
常
の
運
営
の
人
数

の
基
準
で
あ
り
、
５
人
以
下
が
見
込

ま
れ
る
と
き
は
、
保
護
者
含
め
地
域

の
方
と
の
協
議
、
検
討
し
て
い
る
。

民
生
費

ご
み
収
集
運
搬
処
理
事
業
に
つ
い
て

ご
み
分
別
冊
子
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
が
、
ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
。

先
進
自
治
体
が
活
用
し
て
い
る

こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。
ま
ず
は
分

別
に
関
す
る
意
識
づ
け
が
大
切
で
あ

り
、
引
き
続
き
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

ス
マ
ホ
の
活
用
な
ど
の
手
法
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
改
正
時
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

集
団
資
源
回
収
協
力
交
付
金
に
つ

い
て
、
い
く
つ
か
決
ま
っ
た
資
源
を

公
区
な
ど
の
団
体
が
集
め
て
交
付
金

を
受
領
す
る
制
度
だ
が
、
町
の
処
理

費
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
の
で
広
め

て
い
く
考
え
は
。

広
報
等
を
含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
資
源
回
収
の
協
力
の
お
願
い

を
し
て
い
き
た
い
。

ＱＡ

ＱＱ ＡＡ

ＱＡ

ＱＡ

2022.11月号

衛
生
費

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ
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⓯

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
駆
除
の
う
ち
鹿
に
つ
い

て
、
食
肉
施
設
搬
入
数
が
減
少
し
埋

設
処
理
数
が
増
加
し
た
原
因
は
。

令
和
２
年
、
令
和
３
年
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で
外
食
産

業
が
停
滞
し
た
こ
と
で
、
加
工
施
設

の
受
け
入
れ
が
停
止
し
た
た
め
埋
設

処
理
数
が
増
加
し
た
。

公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

明
野
ヶ
丘
公
園
再
整
備
基
本
計
画

策
定
委
託
料
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

度
ど
の
よ
う
な
総
括
を
し
、
今
後
再

整
備
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

令
和
３
年
12
月
に
「
み
ん
な
が
つ

な
が
る
き
っ
か
け
と
な
る
公
園
」「
自

然
の
中
で
四
季
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
め

る
公
園
」「
つ
く
り
す
ぎ
な
い
可
変
性

の
あ
る
公
園
」
を
基
本
方
針
と
し
た

再
整
備
の
基
本
計
画
を
公
表
し
た
。

今
年
度
フ
ァ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

ま
く
べ
つ
の
協
力
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
を
基
に
基
本
設
計
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

道
路
施
設
維
持
事
業
に
つ
い
て

町
道
の
草
刈
り
委
託
の
内
容
に
つ

い
て
お
よ
び
道
道
、
国
道
の
管
理
者

と
の
連
携
は
。

年
に
２
回
実
施
し
て
い
る
が
、
草

が
伸
び
る
の
が
早
い
場
合
は
追
加
で

依
頼
し
て
い
る
。
道
道
、
国
道
に
つ

い
て
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
含
め
住
民

か
ら
の
連
絡
等
あ
っ
た
場
合
、
そ
の

都
度
管
理
者
に
町
か
ら
申
し
入
れ
を
行
っ

て
い
る
。

　
小
、
中
学
校
維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て

不
登
校
の
生
徒
が
増
え
て
い
る

が
、
学
校
内
外
に
学
び
、
成
長
で
き

る
居
場
所
や
環
境
に
つ
い
て
町
で
の

対
策
は
。

学
校
に
来
て
も
教
室
に
入
れ
な
い

と
い
う
児
童
、
生
徒
に
は
保
健
室
登

校
、
ま
っ
く
・
ざ
・
ま
っ
く
は
居
場

所
づ
く
り
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い

る
。

屋
内
体
育
施
設
維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て

学
校
開
放
事
業
の
再
開
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

本
年
10
月
１
日
か
ら
解
放
で
き
る

よ
う
調
整
し
て
い
る
。

Ｑ

ＱＡ

Ａ土
木
費

会　計　名 令和３年度決算額 対前年度比

一　般　会　計　181 億 7639 万 3 千円 △ 15 億 6463 万 1 千円

特

別

会

計

国民健康保険 27 億 9756 万 9 千円 358 万 6 千円

後期高齢者医療 4 億 4606 万 3 千円 1271 万 3 千円

介 護 保 険 26 億 1823 万 3 千円 △ 1803 万 7 千円

簡 易 水 道 4 億 2813 万 5 千円 452 万 5 千円

公 共 下 水 道 10 億 676 万 7 千円 5249 万 4 千円

個別排水処理 1 億 8185 万 3 千円 △ 848 万円

農業集落排水 8498 万 8 千円 1322 万 1 千円

水　道　事　業 8 億 3711 万 7 千円 △ 2436 万 2 千円

合　　　　計 265 億 7711 万 8 千円 15 億 2897 万 1 千円

※町民一人当たり 約 101 万 8 千円

ア
ス
リ
ー
ト
と
創
る
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

の
町
創
生
事
業
に
つ
い
て

日
本
体
育
大
学
と
の
連
携
で
オ

リ
ン
ピ
ア
ン
輩
出
要
因
分
析
事
業
を

実
施
し
て
い
る
が
、
結
論
は
出
た
の

か
。担

当
す
る
教
授
、
ス
タ
ッ
フ
が
来

町
し
分
析
調
査
を
し
た
が
、
今
年
度

も
調
査
継
続
し
て
お
り
、
令
和
５
年

度
に
分
析
結
果
が
出
る
予
定
。

ＱＡ

ＱＡ

農
林
業
費

教
育
費

2022.11月号

ＱＡ

教
育
費

ＱＡ

◆議会日誌◆
 7 月 28 日　議会運営委員会
 8 月 02 日　議会運営委員会
0　　 2 日　第３回臨時会
0　　 4 日～ 5日　民生常任委員会道内先進地視察
　　 22 日　産業建設常任委員会
0　　23 日　議会運営委員会
　　 24 日　民生常任委員会
　　025 日　総務文教常任委員会
　　 30 日　議会運営委員会
　　 30 日　第３回定例会
             （初日 行政報告・議案審議）
　　 30 日　決算審査特別委員会
　　 30 日　民生常任委員会
　　030 日　産業建設常任委員会
　　030 日　議会広報広聴委員会
 9 月 06 日　議会運営委員会
　　0 6 日　第３回定例会（一般質問）
　　  7 日　議会運営委員会
　　0 7 日　第３回定例会（一般質問・議案審議）
　　  7 日　民生常任委員会
　　  7 日　総務文教常任委員会
　　 13 日　決算審査特別委員会
　　 13 日　産業建設常任委員会
　　 14 日　決算審査特別委員会
　　 14 日　民生常任委員会
0　　21 日　議会運営委員会
　　 21 日　第３回定例会（最終日 議案審議）
　　 21 日　全員協議会
0　　21 日　議会広報広聴委員会
10 月 6 日　議会広報広聴委員会
　　 13 日　議会運営委員会
　　 14 日　議会広報広聴委員会　 
0　　
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　収穫の秋に気候危機といえる台風が次々とわき出ていて、全国各地で記録的短時
間大雨情報が頻繁に出されています。豪雨による被害が心配される９月であります。
　さて９月定例会での一般質問は６人でありましたので、広報委員会として、読み
やすい議会だよりにするために、構成等について検討をしているところであります。　
皆さんの声を伺いながら編集に反映させていきたいと思っています。ご意見やご感
想をお寄せくださいますようよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          藤原　孟
議会広報広聴委員会
委員長 荒　貴賀　　副委員長 内山美穂子
委　員 石川康弘　　小島智恵　　岡本眞利子　　藤原　孟

編 集 後 記
 ご意見を
 お寄せください
　議会だよりをより良い

紙面にしていくためみな

さんのご意見やご感想を

お待ちしています。また、

議会への質問やご意見も

お寄せください。

議会ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

常任委員会クローズアップ

産業建設常任委員会のうごき

　

　幕別商工会正副会長、支部長らと意見交換

会を行い、コロナ禍における町内経済の状況

や、その中で検討中の電子地域通貨の概要に

ついて説明を受けました。

　

　

　美瑛町（人口 9,609 人）にある小規模事業

所は 368 件。過去に実施したプレミアム商品

券事業は効果が一時的であったことや印刷・

換金コストなどの課題があったことから、地

域内の経済循環や地域のコミュニティづくり

などを目的として電子地域通貨「愛称：Be コ

イン」を導入。導入後の課題は、事業者によ

る商店街活性化や行政ポイントの拡大、シス

テムの充実、高齢者使用率や利便性の向上と

いうことでありました。

　良い事業だと思うが、美瑛町と比べると本

町は小規模小売店があまりにも少ないため、

今後加盟店の増強や大型店の扱いなど熟慮が

必要になってくると感じました。

　本町全域で経済循環を図ることなどを目的として、
幕別町商工会が主体になり電子地域通貨の導入を進
めています。本委員会はこれらに関する調査などを
行いました。

議会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
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 表紙写真を
募集して
います !!

幕別町内での身近な暮らしの出来事や行事、風景などを募集しています。スマホ
カメラでの撮影写真も歓迎します。お名前、撮影場所やタイトル、コメントも添え
て右のＱＲコード、メールアドレスからご応募ください。
※採用された方には、500 円分の図書カードをプレゼントします。
締切は、令和５年１月６日（金）です。 gikaijimukyoku@town.makubetsu.lg.jp議会ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

　  

  

　経済部商工観光課より、電子地域通貨の導

入に至る経過、事業の概要について説明を受

けました。

（主な質疑）

Ｑ：現時点での参加事業所数、目標数は

Ａ：参加事業所数は７月末時点で 68 件、150

　件を目標としています。

Ｑ：カードの保有数は

Ａ：10,000 人以上保有してもらえるよう制度

　設計していきます。

⓰

　幕別町商工会との意見交換会
　　　～令和４年５月 24 日～

　道内先進地視察調査
　美瑛町「電子地域通貨（愛称：Ｂｅコイン）
　　　～令和４年７月 27 日～

　所管事務調査
　電子地域通貨の概要について
　　　～令和４年８月 22 日～

幕別町 電子地域通貨　事業の概要（案）

事業名称：「まくべつＰＡＹ（仮）」

事業主体：幕別町商工会

利用媒体：カード、携帯アプリ

事業開始時期：2022 年 12 月頃（予定）

利用者優待：電子マネー入金額の１％を　

　　　　　プレミアム分として入金

将来施策：商品券事業の切り替え、

　　　　　自治体ポイントの付与

愛称：Ｂｅコインの概要説明（美瑛町役場） 所管事務調査（役場３階会議室）


